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ゴズが 

つれるかな？ 

鳥がいるよ！ 

なんていう鳥だろう。 

とり 
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シジミが 

いっぱいいるね。 
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★身近な自然である湖に興味や関心をもち、湖にいる生き物に親しんだり、

自然となかよくなろうという親しみの気持ちをもったりしようとする。

ね ら い 幼・低 

しんじこ
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ゴズつりをしよう！

出
で

かける前
まえ

に

～ゴズってしってる？～

ゴズは、正式にはハゼといいます。一般的に、マハゼを指しますが、ハゼにもたく

さんの仲間がいます。多くは体長20センチメートル以下で、水底にすみます。腹面は

平たく、左右の腹びれが吸盤となっています。目が上の方についているのも特徴の一

つです。淡水や海水や汽水によって種類がちがいます。

●つりばりや切
き

れた糸
いと

、出
だ

したゴミ

はひろってもって帰
かえ

ります。（つ

りばりや糸
いと

は自
し

ぜんに返
かえ

りにく

く、自
し

ぜんかんきょうをこわして

しまいます。）

マハゼ シンジコハゼ ウロハゼ

ひものついた 

ぼうし 

こんなかっこう 

がいいよ！ 

つったあとは 

あとかたづけ！ 

うごきやすい 

ふくそう 

すべりどめ 

つきのぐんて 

うんどうぐつ 

長そで 

シャツ 

なが 

★ゴズつりを通して、湖の自然に親しむ。

★湖には魚など、様々な生き物が生育している

ことがわかり、自然を大切にしようとする。

ね ら い 幼・低 
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シジミとりをしよう！

出
で

かける前
まえ

に

ひものついた 

ぼうし 

くつかサンダル 

こんなかっこう 

がいいよ！ 

スコップ 

半そで 

シャツ 

はん 

半ズボン 
はん 

★湖岸でのシジミとりを通して，湖の自然に親

しむ。

★シジミの生活場所やえさのとり方に気づく。

ね ら い 幼・低 

シジミは入水管から 

水といっしょにえさをとりこみ、 

出水管からふんと水を出します。 

出水管 出水管

入水管

入水管
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いろいろな 

鳥がいるよ。 
とり 

○遠くからそっと見よう。 

○大きな声や音を出すと鳥がびっくりするよ。 

○むやみにえさはやりません。 

とお 

おお こえ おと だ とり 

み 

～宍道湖グリーンパークの紹介～

宍道湖西側の湖岸に宍道湖グリーンパークがあ

ります。

冬鳥の代表カモ類を中心に、約70種類の野鳥が

観察でき、四季を通じてバードウォッチングを楽

しむことができます。観察舎には望遠鏡もあり、

屋内から窓越しに宍道湖の水鳥が観察できます。

しりょう バードウォッチング
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～大人の方へ～

●鳥がたくさんいる湖ってどんな湖？

ヨシやマコモが湖岸に生える湖には、鳥がよく見られます。なぜなら、野鳥の中に

はヨシやマコモを巣にしたり、かくれる場所とするものもいるからです。近年、湖岸

がセメントで整備され、ヨシ原が湖に見られなくなってきました。湖岸の環境も鳥に

とっては大切なんですね。

●季節によっている鳥が違う？

島根県の湖には、一年中見られる留鳥と、冬になると渡ってくる渡り鳥がいます。

●レッドデータブック

世界の国や日本の絶滅のおそれのある野生生物種のデータ集です。鳥類ではトキが

日本で実質的に絶滅したということが知られています。農薬や生活排水などで、湖の

水が汚れ、水草やドジョウなど鳥のえさとなる生物が減少することによって鳥の数も

年々減ってきています。

～水
みず

べの鳥
とり

～

い
つ
も
い
る
鳥と
り

カイツブリ カルガモ ミサゴ

冬ふ
ゆ

に
来く

る
鳥と
り

マガモ キンクロハジロ コハクチョウ

マガン




